
【案件】（仮称）箕面市個人情報保護法施行条例（素案）及び箕面市情報公開条

例の一部改正（素案）のパブリックコメントについて

出席者

委 員 副市長、市政統括監

担当部 総務部長、総務部副部長、総務室長

事務局 市政統括政策推進室職員

確認事項

・パブリックコメントの実施について

結 論

・パブリックコメントの素案について、改正の方向性・スケジュールについて、

了とする。

質疑・意見等

Q: 現行条例で諮問しているような事項は改正法施行後はどのように対応す

るのか。

A: 目的外利用や外部提供などについて、審議会へ個別の案件ごとに諮問でき

ない規定となっているため、各自治体が法を解釈して可否を決定する。ま

た、法の解釈について個人情報保護委員会に助言を求めることができる。

「条例改正の検討」や「安全管理措置」、「目的外利用等に係る内部手続」

等の詳細なルールを定めることについては条例に定めることで諮問でき

る規定を設ける。

Q: 改正法で委任されている規定のみ条例で定めるということだが、市独自の

規制を設けることはできないのか。

A: 改正法では、条例に委任された事項のみ定めることができるとされており、

市独自の規制を法の範囲を超えて定めることはできない。

Q: 開示決定期限について法のとおり30日とする理由は。

A: 大量な開示請求及び開示・非開示の判断に時間を要する複雑な案件が増え

ており、そのような案件は現在も延長し30日で対応していることから、

法のとおり30日とすることについて検討していた。箕面市情報開示審査

会（8月22日開催）に意見を伺ったところ、期間を延長して決定してい

る事例が多くある現状においては、改正法にあわせて30日にしてもよい

政策調整会議概要（９月１４日開催分）

日 時 令和４年９月１４日（水曜日）８時45分～９時15分

場 所 市役所本館2階 会議室



と考えるという意見をもらったこと、また箕面市個人情報保護制度運営審

議会（9月12日開催）においても適切であるという答申をいただいたこ

とから、法のとおり３0日とすることとした。

Q: 今後のスケジュールはどうなっているのか。

A: 令和 4年 10月１日から10月 2３日までパブリックコメントを実施し、

市民の皆様からの意見を踏まえ、令和 4年箕面市議会第 4回定例会に議

案として提出する予定である。

以上


